
オンデマンド・
スクーリングのご案内
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　在宅で受講可能な「オンデマンド・スクーリング」を下記の科目につい

て，実施いたします。※同一期に複数科目の申込みができます。

［重要］
　オンデマンド・スクーリングでは，受講申込みからスクーリング試験提
出まで，すべてパソコン上で操作していただきます。
　また，オンデマンド・スクーリングのスクーリング試験は，一部の科目
を除き，ワードファイルに解答を作成していただき，そのワードファイル
をメールに添付して提出していただきます。
　本学において，メールの送信，ワードの使用方法などパソコンの一般的
な操作方法に関するご質問は受付けておりませんのでご了承ください。

●今回申込みを募る科目＝オンデマンド・スクーリング　１１期

期
（注２）

科目名 申込締切
（注１） 受講開始 受講料

納入締切
スクーリング
試験締切
（注１）

Ｓ単位 受講料～
２０
２１
～
２３
２４
～

１１
◆ ★ ■ 公的扶助論

１０／１ １０／１１ １０／２１
１１／７

１ ５,０００円
心理系 人間関係論 １ ７,０００円
★ ■ 介護概論 １１／１４ １ ５,０００円

●申込上の留意点
（注１）締切日の正午必着。締切日後１～３日間は必ずメールをチェック

してください（不備の場合連絡します）。

（注２）◆＝平成１４～２０年度入学者　　★＝平成２１～２３年度入学者

　■＝平成２４年度以降入学者向け科目

※�オンデマンド・スクーリング申込・受講・単位修得方法やTFUオンデ
マンド使用方法の詳細は『学習の手引き』１０章，概要は２０１３，�２０１４版ｐ．
１１，�２００９-２０１１★版および２００２-２００８◆版ｐ．９に記載がございます。必
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ずご理解いただいたうえで受講申込みを行ってください。
※�各科目のスクーリング試験の内容などは締切後受講開始日までに郵送

（または「TFUオンデマンド」上からダウンロード）される「試験要領」

で確認ください。

●�「２つの講義（試験）は同時に視聴（受験）できません」と表示される
場合について
　『試験・スクーリング　情報ブック２０１４』ｐ．５９～６０（または４月新入生

は『学習の手引き　２０１４』ｐ．２７０）に対処方法が掲載されています。

※�その他，不具合等に対する対処法などは，『学習の手引き』１０章　Ⅷ　

TFUオンデマンド使用上の留意点をご参照ください。

●『試験・スクーリング　情報ブック２０１４』ｐ．５８～５９訂正のお願い
　１０月～３月開講分オンデマンド『With』掲載号がすべて１号ズレてい

ます。訂正のうえ，ご利用ください。

　　１００号→１０１号　１０１号→１０２号　１０２号→１０３号　１０３号→１０４号
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　アンケートよりスクーリングの講義の感想を抜粋いたしました。

●介護概論
・患者さんや利用者さんの「こだわり」のような要望に援助者はいかに対応し
ていくべきか，という点に特に考えさせられました。単に患者さんや利用者
さんが本当は１人でできることであるはずだとか，わがままであるなどと決
めつけず，柔軟にそうするに至った背景をよく考えて対応するべきという考
え方に感動し，共感しました。
・介護は相手を理解し，知識を身につけて正しい判断，評価をするのが大切だ
ということを学びました。介護に対して肯定的な考え方は知識によって得ら
れることを知り，それだけ厳しい環境が現実には存在することを想像しま
す。実例を踏まえた講義であり，先生の熱い思いが伝わり，感動しました。

●法の基礎
・難しい専門用語もよく理解することができたのは，先生が１つ１つ丁寧に噛
み砕いて教えてくださったからだと思います。今までの講義で一番よく身に
ついたと思います。スクーリング試験は少し苦労しましたが，その分本気で
頑張れました。
・ひとが生きているように，法律もその時代ごとに変化していると気付かされ
ました。自分がまだまだ知らない法律があるのだと，改めて学びました。

●基礎演習
・通信での勉強はとても根気が必要でくじけそうになります。今回の講義の中
で先生が言ってくださった，「今日は悩みなどを話したりできる仲間作りを
したりして…」という言葉でとても楽になり，グループ討議でも肩の力を抜
いて話ができました。今後の勉強のモチベーションにも役立てられると思い
ます。
・グループでの取り組みの大切さ，協力して１つの課題を仕上げるということ
が福祉の連携の部分に通じているように感じられました。

●カウンセリングⅠ
・ロジャースの宗教的バックグラウンドを理解することの重要性が語られたこ
とが印象深かった。ロジャースをはじめとする，欧米人の考え方を理解する
際に日本人が見落としてしまう点だと感じる。大切な論点であると理解した。
・カウンセリングはひとが好きでないとできないということは分かっているつ
もりですが，講義のなかで知らない人を話すのにはとても緊張し，勇気がい
ります。今回はそんな自分の弱さも克服できるようなグループワークになっ
たように思います。

スクーリング・アンケートより（1）
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